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重度者以外は難しい 介護保険施設の利用 
  

「要介護になったら特養へ」と言って、心身が衰えたら子どもに大きな負担

をかけないよう、施設に入って専門の介護士の世話を受けようと考える高齢者

が多くなりました。介護保険が始まって１０年、「特養」「老健」「療養型」とい

った介護保険の入所施設も整備され、諏訪広域では定員合計１,７６４人ありま

す。しかし、施設介護は介護保険財政を圧迫するとして最近は増設が抑えられ、

「特養」に入居希望の待機者は全国に４２万人、諏訪広域でも１,０００人近く

います。そこで入居は必要度の高い方が優先され、重度の要介護３以上の方を

受け入れるのが精一杯です。 

介護生活は誰にとっても可能性のあるものになり、要支援１、２から要介護

１、２の軽中度の時期はかなり長くなりました。最晩年の介護生活を安心して

自分らしく過ごすためには、早くから在宅介護や介護入所施設に対する知識を

深めて介護のある暮らし方への見通しを持ち、家族のなかの意思疎通を深めた

り、住まいを整えるなどの準備をしておくことが必要になりました。  

 

 

 

 

 

介護度別の介護入所施設の利用者数

38.6

95

146

150.5

24.5

57.6

88.8

89.7

63.4

24.5

54.4

37.8

42.3

11.9

9

2.9

1

11.5

24.7

26.6

0 50 100 150 200 250 300

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

全国

厚労省：月報より

（千人）

〔特養〕 〔老健〕 〔療養型〕

〔ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ〕〔特養〕

〔特養〕

〔老健〕

〔老健〕

施設別の利用者の介護度比率
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